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「杉並区教育ビジョン２０２２」では「みんなのしあわせを創る杉並の教育」を私たちが大切に

したい教育として掲げています。今回の意見交換会は、杉並第三小学校の６年生が「しあわせ」に

ついて、大人と一緒に考える機会とし、学校運営協議会委員と教育委員会の職員も参加しました。

「自分のしあわせ」を考え、共有していくことで「みんなのしあわせ」とは何なのか、考えを深め

ていきました。 

 

①私のしあわせを表現する３つの言葉 

 「私のしあわせ」とはいったい何なのかを考えていく

にあたり、参加者は自分が「しあわせ」でイメージする

言葉を事前に３つ考えてきました。会の冒頭では、６年

生が挙げた言葉、大人（学校運営協議会委員と教育委員

会の職員）が挙げた言葉がそれぞれまとめられ、図とし

て映し出されました。 
 ６年生、大人ともに様々な言葉が出てきました。その

中でも６年生では「食事」という言葉が最も多く挙がり、

大人からは「家族」という言葉が最も多く挙がりました。

「家族」は６年生からも２番目に多く挙がった言葉でし

た。この図をみると、「しあわせ」のイメージは人によ

っても様々ですが、世代によっても変わるものであり、

逆に世代が違っても変わらないものもあるのではない

かと感じさせられます。 

 
②今の私にとっての「しあわせ」は何か 
次に、６年生と学校運営協議会委員、教育委員会の職

員でグループになり、お互いに「今の私のしあわせ」を

発表しました。６年生は自分が説明する時には、分かり

やすく丁寧に話し、大人が発表する時には、真剣に聞いてくれました。グループ全員が発表した後

には、お互いに質問をしながら意見交換をしました。最初のうちは大人が６年生の発言を引き出す

ようにしていましたが、しばらくすると６年生が大人に対して積極的に質問をするなど、グループ

の意見交換を活発にしてくれました。６年生からはさまざまな意見が出ました。あるグループでは、

「ありのままの自分でいられる、安心できる」という理由で「家にいる時間がしあわせ」と発言す

６年生のイメージするしあわせ 

 

 
上：６年生のイメージするしあわせ 
下：大人のイメージするしあわせ 



る児童がいました。これに対し「家にいる時間がし

あわせだと思える環境にいることが、しあわせなの

だと思う。」という意見がさらに出て、「しあわせ」

の本質を追究していくような議論をするグループが

ありました。 
「今の私のしあわせ」についての意見交換を深め

ていくにつれ、どのグループも自然と「みんなのし

あわせ」についての議論に進んでいきました。 
「今、給食は一人で黙食しているけれど、周りの

人としゃべりながら食べていた時の方が楽しかった

し、おいしく感じた。みんなと一緒に何かすること

が大切なのかもしれない。」など、みんなの存在の大切さに気付くことで、「みんなのしあわせ」が

大切であると自分たちで辿り着くグループがありました。ほかにも、「みんなが笑っていたり楽し

んでいたりする様子を見ると自分も嬉しいから、「みんなのしあわせ」と「自分のしあわせ」は同

じことだと思う。」と話す６年生もいました。 

 
③各グループの発表 
最後に各グループが議論の内容を発表し、全体で共有し

ました。あるグループは、「何がしあわせかは人それぞ

れ違う。また、同じ物事に対してしあわせと感じる度合

いも人それぞれ違う。」とし、多くの人が感じるしあわ

せを「大きなしあわせ」、少ない人しか感じないしあわ

せを「小さなしあわせ」と表現しながら、「大きなしあ

わせと小さなしあわせの両方を大切にすることが必要

である」と発表してくれました。また、「みんなが考え

た「しあわせ」でイメージするそれぞれの言葉は、全く

別のようでも、どこかでつながっている」と発表したグループもあり、「今の私のしあわせ」を伝

え合うところから始まった議論が、グループによってさまざまに深まっていたことが分かりました。 
 

意見交換会を振り返って 

 今回の意見交換会は、学校運営協議会委員の「子どもたちに「杉並区教育ビジョン２０２２」で

掲げている「みんなのしあわせ」について考えてほしい」という想いから企画されました。そして

今回の６年生の意見を、杉並第三小学校の新しい学校教育目標につなげていくこととしています。 

 ある６年生が「今の私にとってのしあわせ」は「将来いい暮らしをすること」と話していたこと

がとても印象的でした。将来のために今何が必要かを自分で考えて、投資のことなどを自分で調べ

て勉強し、今が充実しているとのことでした。「今のしあわせ」を考えるときに将来のことに発想

を飛ばせる児童の柔軟な考えに感銘を受けました。 
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６年生と大人が対等に話し合える雰囲気が、ど

のグループにもありました。 

短い発表の時間でしたが、話し合ったことをうま

くまとめて説明してくれました。 


